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１．はじめに 

  医療における質の向上と医療経済学的な観点からの経営戦略が問われている。また，この二つは同時に解

決されなければならない課題でもある。このような課題を解決するためには診療工程をプロジェクトマネジメント

の観点から検討することの意義は大きい。 

  本研究では，診療内容をプロジェクトマネジメントの観点で統一的に取り扱えることを目的に設計したデータ

ベースシステムをCDR(clinical data repository)と位置づけ，その設計および運用について検討した。本稿で

は，現状の分析の結果を報告する。 

 

２．CDRのシステム概要とその運用目的 

図１．CDRのシステム構成とその運用についての概略図 

 

岐阜大学医学部附属病院では，現在オーダリングシステムを中心に病院情報システムが稼動している。また，

放射線／検査部門システムからは検査結果やレポートを受信しており，充分な情報はないものの，患者への診
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療提供内容を概観することが可能な状態である。 

  本研究では，既設の病院情報システムを構成する医事会計システム，処方・注射オーダシステム，検体・生理

検査システム，放射線画像診断システム，医療文書・サマリー等作成・管理システムからの患者情報をすべて外

部ダウンロードサーバーに取り出し，これら情報を集中・一元的に管理するCDR(clinical data repository)を

再構築した。CDRのデータベースシステムにはCacheを用いた。各種データは患者毎に一元的に管理されて

おり，外来来院日／入院期間毎にそのときの診療情報を時系列的に閲覧可能である。 

  CDRは病院内のすべてのオーダリング端末から利用可能であり，DPCの調査票入力や退院時サマリーの作

成，OLAP分析などを支援する院内で最も重要な基幹システムとなっている（図１参照）。 

  OLAP分析に際しては，CDRからのデータをマイニングし，作成したキューブをSQL サーバに載せ，

EXCELのピボットテーブル機能を利用する形で，各種多次元分析に利用できる環境を構築した。 

 

３．CDRの活用例 

図２－１．CDRの活用例 ： 患者の来院・入院日毎に，そのときの診療内容が一覧可能 

  CDRは診療情報を患者毎に一元的に管理するデータベースシステムである。このような診療情報をどのよう

に利活用するかが今後の大きな課題である。図２には患者情報を来院・入院毎に，またそのときのオーダ内容

や検査結果等を経時的に表示する運用例を示す。これにより，入院期間中の診療提供内容の概略を容易に知

ることが可能になる。すなわち，実際診療工程をプロジェクトマネジメント的に管理・運用する基礎が構築された

と言える。また，個々の診療内容については，当該項目をクリックすることにより閲覧可能であり，詳細な情報を

得ることも可能である（図２－２，２－３，２－４参照）。 

  OLAP(OnLine Analytical Processing)はCDRからのデータを多次元分析するための手法である。各次元

を作る項目を適切に選ぶことにより，図３に示す如く，医療経済学的に必要とされる詳細な情報を入院期間中に

亘って，経時的に表示することも可能になる。CDRが多面的に利活用されている好事例である。 

項目 実施情報等の記録・経過

クリックすると放射線レポートが見れます

来院・入院日

病名



図２－２．CDRの活用例 ： 画像診断所見の閲覧例 

図２－３．CDRの活用例 ： 検体検査結果の時系列表示 

 

 

部位毎にまとめられた画像診断所見部位毎にまとめられた画像診断所見
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図２－４．CDRの活用例 ： 処方・注射オーダ内容の閲覧 

図３．OLAPの活用例 ： 診療内容とそのときに用いた診療材料等を時系列的に閲覧可能 

 

４．おわりに 

  CDRの有用性を示した。今後は，電子カルテシステムとの有機的な連携が必須となる。 

クリックするとその詳細が見える

診療内容を示した実際工程表診療内容を示した実際工程表

患者様毎に，
日々の診療
内容を確認
することが
できる


